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審審議議のの経経過過ににつついいてて  

  

社会教育委員の会議の審議の経過は、以下のとおりです。 

 開催日 協議内容 

第１回 令和４年 ４月１５日 

○ 委員長、副委員長の選出について 

○ 会議の運営について 

○ 仙台市の生涯学習事業について 

○ 令和４年度社会教育関係予算について 

○ 令和４年度社会教育関係団体に対する補助金について 

第２回 令和４年 ６月 ３日 
○ 令和３年度社会教育関係団体の活動実績について 

○ 今期会議のテーマについて 

第３回 令和４年 ８月 ５日 
○ 今期会議のテーマについて 

○ 協議テーマの視点について 

第４回 令和４年１０月 ７日 ○ 調査の検討 

事例調査 
令和４年１１月 

～令和５年１月 

事例調査 

○ 文化グループ  

令和４年１１月 ９日  荒町わく！わく！未来塾 

令和４年１１月１５日  愛子の田植踊保存会、 

愛子の田植踊サポータークラブ、 

愛子小学校社会学級 

令和４年１１月１６日  一般社団法人 ReRoots 

○ 子育てグループ 

令和４年１１月１０日  いわきり子育てネットワーク 

令和４年１１月１７日  NPO法人せんだい杜の子ども劇場 

令和４年１２月２６日  生出小中学校運営協議会 

令和５年 １月１２日  子育て支援クラブきしゃぽっぽ 

第５回 令和４年１２月 ２日 ○ 各グループからの調査状況報告 

第６回 令和５年 ２月 ３日 
○ 各グループからの調査状況報告 

○ 提言内容への意見交換 

第７回 令和５年 ４月１４日 

○ 令和５年度社会教育関係予算について 

○ 令和５年度社会教育関係団体に対する補助金について 

○ 提言書骨子・構成の協議 

第８回 令和５年 ６月 ２日 
○ 提言書骨子・構成の協議 

○ 令和４年度社会教育関係団体の活動実績について 

第９回 令和５年 ８月 ４日 ○ 提言書素案の協議 

第１０回 令和５年１０月 ６日 ○ 提言書中間案の協議 

第１１回 令和５年１２月 ８日 ○ 提言書最終案の協議 

第１２回 令和６年 ２月 ２日 ○ 提言書最終案の協議 
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た CSアドバイザー5が各学校を巡回し、実施状況や進捗状況を確認したり助言・支援したり

しています。コミュニティ・スクールは学校を核として、保護者と地域が対話によって多様

な考えや立場を理解する学びの場です。委員だけでなく、できるだけ多くの人と共有するこ

とで、地域の特性を生かしながら子育てに関わる大人を増やす一助になるのではないかと

考えます。 

 

④④  社社会会教教育育関関係係職職員員のの力力量量形形成成    

 

人と人をつなぐ役割も重要であり、人を生かす仕事 

社会教育施設や社会教育関係職員は、「人材育成に関わる人材」の育成を支援することが

求められます。市民センター職員や社会教育主事が専門の研修を生かしながら、その地域に

あわせた取り組みを行うことで、新たな活動のリーダーとなり得る人材を発掘でき、様々な

経験や出会いの場を意図的に創出することで、地域の既存の団体と新たな小さい活動メン

バーのネットワークをつくることが可能となっています。仙台市には、市立学校に勤務し、

社会教育主事（士）の資格を持つ教員などに対し、仙台市教育委員会が社会教育主事を委嘱

する制度があり、この制度は昭和 46年から続く、全国的にも珍しいもので、仙台市独自の

制度です。現在の激しい社会環境の変化の中で、子どもたちを取り巻く問題が複雑化してお

り、社会総がかりで対応することが求められていることから、地域と学校が連携・協働して

取り組むことが重要であり、嘱託社会教育主事の活躍が期待されます。 

  

（（４４））活活動動へへのの支支援援（（参参加加者者のの多多様様性性とと参参加加ししややすすささのの促促進進））    

 

①①  参参加加ののハハーードドルルをを下下げげるる工工夫夫  

 

子どもたちをどのように育てたいか意識を共有する 

仙台市太白区にある生出地区では令和２年度に生出小中学校運営協議会（以下運営協議

会）を発足し、「子どもたちをどのように育てたいか」学校と地域が意見を出し合ってきま

した。学校または地域が主導するのではなく、一人ひとりが子どもたちを育てていくんだと

再確認する場になったようです。子育ての主体者として令和４年度に生出小学校高学年と

一緒に行った「トークフォークダンス」6では、保護者からは「自分の子以外の子どもたち

の意見を聞くことができて頼もしかった」、先生からは「子どもたちが知らない人と楽しく

話をしている姿を見ることができた」と、子どもたちからは「話を最後まで聞いてもらえて

                                                      
5 コミュニティ・スクール（CS）の推進に向けて助言及び支援を行う職員のこと。 
6 ある質問に対して、対面する大人と子どもがそれぞれ 1分ずつ意見を交わし、時間になった

ら隣に移動していく対話会のこと。 
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調査先：愛子の田植踊保存会、愛子の田植踊サポータークラブ、愛子小学校社会学級 

調査日：令和４年 11月 15日    

参加者：中山委員、松本委員長 

対応者：愛子小学校社会学級運営委員長 澤村範子氏（踊り）、 

愛子小学校社会学級 海野啓明氏（笛）、 

愛子の田植踊保存会 庄子リエ氏（唄） 

 

１．基本的情報 

（1）団体・組織の歴史、設立の経緯 

  愛子の田植踊には 300 年余の歴史があるそうだが、現在に至るまで一貫して継続して

きたわけではないという。愛子の田植踊保存会（以下保存会）の庄子氏によると、大正末

期に一度中断し、昭和５年の仙山線開通にあわせて復活したとのことであった。さらに、

戦時中は中断し、戦後再開したものの、、高度成長期が一段落した昭和 50年頃に再び中断

したという。それが昭和 60 年頃、庄子氏など当時 50 代の住民が中心となって復活させ

て現在に至っている。この復活に当たっては、地元の加藤今朝治氏が重要な役割を果たし

ており、加藤氏の「文化は生きているものであるから、このまま死んだままにしておくの

はもったいない」との一言で住民の気持ちが固まったという。 

昭和 60年頃に数年連続して、夏休みや冬休みに田植踊の披露を企画して、参加者を愛

子と広瀬から募るようにした。本来、特定の地域、特定の家に継承されてきた芸能だった

ものから範囲を広げた形だ。昭和 63年の頃は参加者も多く、次世代の担い手を積極的に

募ることをしなくても団体を維持することができていた。 

  庄子氏を中心に保存会の活動が継続してきていたが、地域では必ずしも広く認知され

ているわけではなかった。そこに愛子小学校社会学級（以下愛子小社会学級）が関わるよ

うになった。きっかけは平成 19年頃、愛子小社会学級で「愛子のおばちゃん探検隊」と

いう企画を実施したことであった。そこで澤村範子氏が庄子氏と出会い、田植踊を実際に

目にしたところ感激し、それで愛子小社会学級において田植踊が話題になり継承に向け

た活動に取り組むようになった。愛子小社会学級は幅広い世代の参加者で構成されてお

り、小学校が拠点ということもあって、保護者や子どもの参加により「愛子の田植踊」に

若い力が加わることになった。当時、保存会は、時間の経過により継承者が固定化し、ま

た高齢化の中で後継者不足の問題に直面していた頃であった。愛子小社会学級の関心と

保存会の現状とが合致したといえる。 

 

（2）スタッフ・メンバーの人数や構成 

  令和４年現在、愛子の田植踊を担っている団体は、保存会で、主に７家族が関わってい

る。また、若い世代の居場所、受け皿として「愛子の田植踊サポータークラブ」がある。

こちらには 10家族を越えるメンバーが登録。サポータークラブは、メンバー募集のため
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調査先：一般社団法人 ReRoots 

調査日：令和４年 11月 16日    

参加者：泉山委員、中山委員、松本委員長、若生委員 

対応者：一般社団法人 ReRoots会長 広瀬剛史氏 

 

１．基本的情報 

（1）団体・組織の歴史、設立の経緯 

広瀬氏は、東日本大震災時に仙台市青葉区川内地区に住んでおり、川内コミュニティ・

センターに避難をした。川内コミュニティ・センターには近隣の学生も避難していたが、

やがてその学生たちが自主的に避難所運営をするようになる。震災から１週間ほど経ち

避難所生活も落ち着くと、学生たちから自分たちよりも被害の大きい沿岸部でボランテ

ィアをしたいという声が出るようになった。実際に市のボランティアセンターや民間の

ボランティア団体の活動に赴く中で、学生たちは様々な疑問を感じるようになった。そこ

でもっと実際に合致した支援の必要性を感じ、自分たちで独自にボランティアをやりた

いと言い出したのであった。 

  このとき広瀬氏や学生たちのあいだで強調されていたのは、１つには被災者の立場に

立ったボランティアという理念である。もう１つには、若林区の農業地帯においてボラン

ティアを実施するということである。若林区の農業地帯にはボランティアが入っていな

かった。実は、当時仙台市は農業地帯へのボランティアを禁止していたという。生活領域

ではなく商業地であることや農家の失業対策に抵触するといったことが理由であったよ

うである。 

しかし農業地帯にボランティアが不要だったわけではなかった。実際、重機の入らない

ハウスのヘドロの処分など、農家は人手を必要としていた。こうした理由から、震災後に

広瀬氏たちは若林区の農業地帯でのボランティアを始める。このようにして、平成 23年

４月 18日に、震災復興・地域支援サークルとして ReRootsが発足した。 

現在、拠点は若林区笹屋敷にあるが、設立から２年間は七郷中学校の隣に事務所があっ

た。 

 

（2）スタッフ・メンバーの人数や構成 

発足から現在に至るまで、ReRootsは大学生が主体となって運営をしている。スタッフ

の LINEグループに約 80名が登録している。そのうち社会人は５名であり、20～30代が

中心である。残りの 70名以上は全員大学生である。男女比はおおよそ半々とのことであ

る。令和４年時点で、学生は第 12期生である。卒業を機に引退をするというのが原則で

ある。学生の中には、在籍中もしくは OBになってから自分で団体を立ち上げる人もいる。

広瀬氏自身は、現在 OB の新規活動の支援をしており、ReRoots には一歩引いた立場から

関わっている。 
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的には、日報をメールで流すなどしており、それにより年々ノウハウが蓄積されてきてい

るという。 

もう１つには、意見を言いやすい仕組みをつくっている。たとえばミーティングでは、

必ず５名ほどのグループワークを取り入れ、そこで発言してもらうようにしているとい

う。このような土台があるために、家庭環境や人間関係など様々な困難や悩みを抱えた学

生がメンバーにいる場合もあるが、学生たちは自分たちで話し合ったり学びあったりし

ながら、多様な学生に対するよりよい対応の仕方をつくり上げてきている。 

 

誰一人取り残さない人材育成 

  ReRootsが人材育成で重視していることの４つ目は、能力の大小ではなく人の要素を大

切にした人材育成である。広瀬氏は、決して学生たちに任せきりにしているわけではなく、

保護者への対応など難しい場面では前面に出て学生を守ったり、話し合いが難航した場

合には助言指導したりしている。このような広瀬氏の包摂的な姿勢の中で、多様な学生が

リーダーとして成長する仕組みがあるように見える。 

また、リーダーは学生による投票で選ばれるが、活発な人だけがリーダーとして選ばれ

るわけではないという。おとなしい人でもリーダーに選ばれる。それは、「農業について

理解がある」ということが学生の中で評価されるからであり、学生もそのようにお互いを

認識できているからであるといえる。広瀬氏は「できない人ができるようになっていく過

程を導くのがリーダーである」と語っていた。 

 

人材育成の支援者としての役割 

以上のような ReRootsにおける人材育成に関し、広瀬氏は自身の役割を「経験を言葉に

する」役割であるとも語っていた。単に「聞く」だけではなく、ReRootsは言語化してい

ることが重要であるように見える。 

このような役割は、まさに社会教育職員の役割そのものであるように見える。ReRoots

では、話し合いを通した学生の学び合いに基づき、学生が主体的に活動を展開している。

簡単に真似できるものではないが、若者あるいは市民に対する社会教育職員の働きかけ

の在り方として大いに参考になるように思う。 

 

（2）仙台市の文化に関わる人材育成について 

①仙台市全体の現状 

  広瀬氏によれば、仙台市全体としては文化に関わる人材育成に取り組んでいないよう

に見えるという。行政は地域課題を部署ごとにとらえる傾向があるが、「面」でとらえる

必要があると指摘されている。また、文化について、商業的な利益という視点ではなく、

その地域の生活に根付いている文化という視点を重視した方がよいとお話されていた。 
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調査先：いわきり子育てネットワーク 

調査日：令和４年 11月 10日 

参加者：阿部委員、齋藤委員、髙城委員、内藤委員、朴副委員長 

対応者：いわきり子育てネットワーク会長 山田綾氏、岩切社会学級 菅野澄枝氏、 

    岩切市民センター 武田あゆみ氏 

 

１．基本的情報 

（1）団体・組織の歴史、設立の経緯 

・地域の子育て支援任意団体「いわきり子育てネットワーク」として活動を開始したのは、

令和３年度。（ただし、平成 21年度より継続した活動をしている。地域の母親たちは平

成９年頃から集まり、つながりあうサークル活動をしていた。） 

・岩切地区の再開発に伴う子育て世帯増加において、個々に行われていた子育て支援活動

やサポートをまとめ、つながり合うことで、より一層充実した地域独自の支援を拡大し

ていくため。 

 

（2）スタッフ・メンバーの人数や構成 

①スタッフ総数 

・会長、副会長などの役員は６名、事務局は岩切市民センター、総務は岩切児童館。 

②スタッフの性別内訳 

・役員は全て女性。 

③活動に関わる資格の有無（資格の内容も含む） 

・所属団体として、計 20団体が加盟しているネットワークのため、各団体において、保

育士などの子どもに関する資格を持っている方がいる。 

 

２．団体・組織の活動について 

（1）活動の概要 

①活動内容 

・地域の子育てに関する情報や課題を共有し、その解決策を模索し、協力し合い、子育て

中の親子を支える。 

・岩切地区において、近隣保育所や子育てサークル、地域の子育てに関わる諸団体が一丸

となり、安心して子育てができる環境と仲間づくりの場の提供をしている。 

②活動頻度（令和３年度の場合） 

・「いわきり子育てネットワーク会議」（＝全体会議）は６回。 

・「いわきり子育てネットワーク役員会議」は３回。 

・その他、岩切子育てリーフレット「IKoNet（防災版）」の編集会議４回、わいわい広場 

３回など年間を通して活動をしている。 
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調査先：特定非営利活動法人せんだい杜の子ども劇場 

調査日：令和４年 11月 17日  

参加者：阿部委員、安藤委員、石垣委員、内藤委員 

対応者：特定非営利活動法人せんだい杜の子ども劇場代表理事 齋藤純子氏、 

事務局長 吉澤みはる氏、事務局 鈴木舞氏 

  

１．基本的情報 

（1）団体・組織の歴史、設立の経緯  

 ・子ども劇場は、約 50年前、福岡にて大学生と子育て中の母親が中心となって立ち上げ

たのが始まり。その後全国に口コミで広がった。齋藤理事ご自身は、結婚を機に仙台へ。

泉地区で出産、子育てをしていく中、寺岡でサークルに入会したのがきっかけとなり、

子ども劇場に深く関わることとなる。当時の泉地区（35年ほど前）は、転勤族が多く、

他の地域で子ども劇場に参加した人たちが集まってきていて、「親の居場所」となって

いた。 

・理念は同じだが、ほかの劇場との方向性の違い（会費制の在り方、捉え方など）が見え

てきた頃、「市民活動」「市民協働」など後押ししてくれる社会の動きが出始めた。別の

分野の人たちとの出会いもあり、先輩たちからのアドバイスもいただき、（子育てと同

じで）孤立しないで済んだ。メディアの発達から得られるたくさんの情報で全国のいろ

いろなものが見えてきて、視野も広がり、「やれるかな」と思った。合意形成（合併、

退会）は４年以上にわたって、団体の全てを出し切り議論、熟議を重ねた。 

・平成 14〜18年、「任意団体せんだい杜の子ども劇場 21」としての活動を経て、平成 18

年４月３日「特定非営利活動法人せんだい杜の子ども劇場」設立。 

・以降、全ての子どもが豊かに育つ環境づくりを目指し、「子どものための舞台芸術鑑賞」

「異年齢の子どもたちが様々な体験ができる場づくり」「子育て支援」などの事業を展

開。子どもたち、そして大人たちも、人間としての感性やお互いを認め合う心を育む活

動を続けている。 

・また、東日本大震災後は、子ども劇場だけで解決できない親子の問題なども表出し、「鑑

賞」だけでは子どもの課題解決はできないと実感。「世の中」みんなで考えていく時代

なのではないか、という思いも経て、現在の活動に至っている。 

 

（2）スタッフ・メンバーの人数や構成  

①総数   

・代表理事 齋藤純子氏 事務局 ４名  

・代表理事齋藤氏、事務局吉澤氏含む理事の総数は 14名で、事務局と共に活動に深く関

わって人手不足をカバーしてもらっている。 

・指定管理及び運営受託（児童館など）のスタッフ総数は 73名。 
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４．団体・組織の課題 

（1）組織運営に関する課題 

・メンバーになるメリットをうまく説明できない。 

・できるときにできる範囲で参加してもらえればよいのだが、イベントに参加できないメ

ンバーに対し負担を感じさせてしまっているかもしれない。 

・児童館を主な活動拠点としているが、児童館は子どもに付きっきりで見ていないと施設

を利用できないため打ち合わせでは利用しにくい。 

・市民センターは飲食可の部屋もあるが知らない人もいる。 

 
（2）必要とする支援 

・施設利用ルールの周知が必要。 

・子育てに関わる人が自分の時間を確保するため気軽に利用できる託児サービスがある

とよい。 

 
５．その他 

・上田氏ご自身は、平成 31年４月から子育て支援クラブきしゃぽっぽに参加。 

・コロナ禍で子どもたちの遊び場が減ったことを懸念。子どもの成長は早く、十分に遊ぶこ

とができないまま時間が過ぎていく状況に不安を覚えていた。 

・子育て支援クラブの活動とは別に、令和４年に住居近くの公園で子どもたちが自由に遊べ

る場を提供した。継続的に開催するために遊びの大切さを自治会に提案したが、うまく伝

えることができなかった。 

・令和４年４月からきしゃぽっぽ会長に就任。 

・子育て支援クラブというと子どもの健やかな成長を願う親の活動と思われがちだが、年配

者や、子どもが成長して児童館を利用しなくなった保護者など地域に住む全員が安心し

てつどうことができる場所になってほしい。 

・きしゃぽっぽのイベントで顔見知りになり、日頃からお互いのことを気にかけることがで

きるような地域にしたい。 

・お互いさまの気持ちで気軽に子どもを預かり合える環境をつくりたい。 
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